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江戸実測図で、洋式測量法Kより、五聞を一分、す念わち32 5 0分の Eの縮尺で製図されているのしかし、丘陵地や高
低の記入はいっさいないから、近代の地図~よってとれを補わねば念ら念いの
との目的K最もよ〈か念う近代の図は、参謀本部陸箪部調i量局が明治 17年（ 1884)t'C測量し、 19年K製版、







街 路 寛 文 図 明治20年図 差
通町（日本橋以北） N -25.5°-S N -19.5。－ s 6.0。
本町通り E - 29.0。－ S E -z 2.0°- S 7. 0 ° 、
通町（日本橋以南） E - 10.5°-S E..:. 6 2.5°- S 8. 0 ° 
通町（京橋以南） w-56.5。－s w-"9.0。－ s 7 .5 ° 
桜田本郷町 E - 13.0°-S E - 2 l.O 0- S 8.0。





街 路 寛 文 図 明治 20年図 差
浅草橋通り E-70.0°-N E -6 2.5。－N 7」50 
本所訟坂町 E- 9.5°-N E - 3.0。－N 6.5 0 




















家康の江戸市街地は建設鉱きめて敏速で、 8月12日K小梅の提紡を修築し、溝渠 l,5 7 5聞を開さ〈し、 18日K船
入期（道三堀）の譜請着手、 22日橋譜請輯ヲの任命、 8月中K江戸町奉行を天野康景から板倉勝重Kかえ、 9月1日k
tJI件くもみ官Iの町割りK着手、 26 B VCほほ終了、 l0月 l4日K若干の修正を行って完了しているo 町割の範囲は、南














































と念っている。平均して、 E-2 1 °-N ＜らいが基準方位と念っているとみてよいであろう。




次tc通町であるが、 ζの通りは本調丁通りK直交しているようK見えるが、正確Kは87. 5° の角度で安芸して ~!J，そ
の方位はE-7 0.5°-Sである。とれは湯島台の突端、す左わちのちの神田楠tの丘（標高約20m）を望む方位である。






大正期K町割りされた江戸下町から筑波山頂（標高87 6 m）を禦む方f庄位、二十力分の一地勢！刈KよればE-6 3.5° 
-Nで南北K連峯があるため、標高4o om以上の山容を含む視野はE-S9'LNからE-66.5° -N K及ぶ。浅草ー 橋門
から鳥越橋（須賀橋）の間の奥州街道入口がE-62.5°-Nでとの方位Kあたり、 ζの道は厳前でいったんやや東K振
れてE-46'LNと念るカミ諏訪町で59 ° tc戻り、材木町でふたたび62 °となる。つまり奥州街道の入［］は筑波山を
望む方向を基準Kつくられている。文禄2年以降しばらく城下の関説fiVC貫主点がbかれ、北国への通路として幅4＂＼＇、長さ

















































すでに慶長6年笥から大名が江戸K邸宅を纏えるようになっていたが、痩長 11年 （1 6 0 6】ζろκは馬場先門内、





9年（ 1604）から同12年（ 1607)9月の天主閣竣工でbよその形を念し、同16年（ 161！）は西ノ丸の修築
同19年（ 1614）絃主として石垣の修築が行われた。したがって、慶長来年K本町通りから常盤橋際K出れば、富士山
頂は富士見櫓（W-12°-S）の左8.5~ 桜田実櫓（ W-18°-S ）の左 2. 5 °、商ノ丸伏見櫓（ W-2 0°-S）の上あ













吹塵録」）、 6間（村井益男説）、 7間（内露昌説）と諸説ある設え広さは約20間vc1 8聞で慶長時とほぼ同じだから、
台上の建物の高さは寛永時ときして変らなかったであろう（在13 ）。
したがって、建物部分の高さを寛永時天守K準じ22間5尺（「吹直録」）とすれば、 14 8尺すなわち 44. 8 m、慶長
1 2年の石垣高さ京間10聞を加えて 21 3尺す念わち 64. 5 m、標高20.411lの台地K立つから、天主閤大棟までの高さ




橋中央は橋たもとより 4m高かったとして日本橋橋上からの仰角は2° 2 ｛となる（注15 ）。
ζの附近から富士山までの距離は 1o o.6 Km、地表面の湾曲を考慮K入れた富士山頂の仰角は 1942’であるから、江
戸城天守閣は、常盤橋では富士よりも 8割6分も高〈、日本橋下でも 5審1J. 日本被上でも 4割弱高〈見えた ζとKなる
























7問であったとすれば（tn s ）、天主閤高さはl9 3. 5尺、すなわち 5a. 6 m、標高79.0 mとなり、常盤橋際、日本
橋下、日本橋上からの仰角は、それザU 0s 8’、 2°2 4 ' .2 (h’となり、江戸減天主閣は常盤橋際では富士より 7割4分高〈、
日本橋下では4書弘日本橋上では3割高〈見えたζとKなる。
寛永 16年（ 1639)8月Kぶ丸殿舎が焼け、翌17年K再建されているから、寛永17年（ 1640）をもって初
期江戸城の完成とみるのが適当であろう。その後、承応2年（ 1653)Kふたたび天主台の修築があって、との時天主
台はさらκ低められ、「吹麗録」記載の「高五間半外狭間石三尺』と念ったと考えられる。とれは在13 tc記したようK
野I百ifi5間半の上K狭聞を設けた切石積3尺を加えたものと解せられ、天主台高さは38. 7 5尺、天主閣総高は186.75 



































神田山 2 2 m 
湯島台 22m 
本郷台 2 .胃1
忍ク両 I 1 m 
本丸台地 2 om 
永田町台地 2 4 m 
愛宕山 26m 
芝増上寺裏山 28m 
芝丸山 2 2. 5 m 
等があるのみである。 ζれらはいずれも下町町人地主！＞ 6 0 0現在いし2区孤の距離Kあるので、その仰角はかよそ30
から30前後Kわたる。




















rltで明治 20.年闘を選んだ） 2 0年依！は、日比谷図書館Kは11年版、 12年版の両方が所蔵されてい弘
(fE4）磁』ヒr念わち倣石のさす北は、地図上の真北方向と一致し念ν、日本では磁北は真北K対し60から 90西K偏し
ている。小川泉『地図編集bよび製図」、山海堂、昭和41年、 P6ち念みK1 9 5 o年観視ljの偏角は、宇都宮 50
















（任8）殿河町の宮士は、「江戸名所凶会J天枢之部巻ーの挿図（角川文庫版（一） pp、64～6 5 ）をはじめ、しばし
ば版画の画材とされている。明治20年図Kよる駿河町街路の方位20 °は付近の平行する街路のうち最も富士山の















（主主12 ）丸山位、明治20年図Kは字丸山と記載されている。とれは、実は長径11 o mK達する前方後円 の後阿部
Kあたり、明治32年（ 1899)K坪井正五郎博士が調査している。 ζの大古墳と 10個の小古墳が台徳院霊廟を
囲む形で東照宮背面の台地K輸をなしている。「港区史上巻」昭和35年、 pp3 8 0～3 8 4 0 
（注 13 ）天守台高さKついては諸説あり、明らかK誤りと見られるものも多いが、決定も容易で念い。「吹庫録Jの記




さは、 18 7尺ほどから1. 8尺を引いた39尺ほどで念ければ念らなν、京間五間半舷35. 7 5尺であるから、 ζ




内務省地理局が明治 I8年K作製し、明治20年の出版した「東京実測図J5, 0 0 0分のーの第二頗K、大主台の北
辺すぐ近＜ K 6 7. 3尺（ 2 0. 4 l）の記入がある。他の補助資料として、前記参謀本部明治20年図K、本丸北端
2 0.2 m、正午号砲台・付近で18. 9 m、富士見憎下で 19. 2 m、富士見櫓穆の小山で2I. 9 mの記入があるO なむ明
治..2年の「東京市各区高低表JK「本丸天主台跡Jとして98. 0尺があfJc r東京市史稿・市街様第一Jw 35 





f}-2 8秒をあげている（『カメラ毎日」写真教室（ 1 8 J、 19 7 0年11月号）。著名な「ライカ・マニュアルJ
では、 I0インチの距離K対して 10 0分の一インチ、すなわち30分の一度、すなわち 2分としている（ Wi 11 a 
rd D.Morgan:Laica Manual and Data Book、14th ed.; New York、I96 2 ）。したがっ
て、景観問題を扱う場合、分以下は無意味であり、といって度単位では粗すぎる。実用的Kは5分きざみ刀、 I0分
きざみが適当であろう。
（注 16 ）地表のママを考慮した富士山の仰角の略算は以下のよう K行った3 地球半径を 6.3 7 o Kmとすれば、地表面
距離1o o.6 Km K対する中心角は54’となる。 ζれから江戸K剖7る地表面の切線と、江戸と富士山底面とを結
ぶ弦との念す角は27’、したがって江戸から見た場合、水平線下Kかくれる高さは 10 0. 6勘1×tan27’ニ
0.7 88 Km。ゆえK富士山は3776m恒 7SSm-2,988mQ)土査開規えると以ほ弘江戸で練高amの地点から富士山頂を















(fE2 0 ）『江戸名所図会j天枢之部巻－vc全文掲載されているo 鈴木栄三、朝倉治彦枝註Kよる角）｜｜文庫版では（ー ）
P？・43～4 90 
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合十五株’である。 ζれより 30年程前の天明年聞の江戸の町教は16 5 0余町であるから、各町K銭湯があるという状
態からほど遠かった様であP、株仲間の統制が強かった事の一つの例であろう。

















大援災市1の銭湯r.tl I棟ある。その後から今次大戦前のものは 20 0棟科度残っているが、昭和l2年から終戦直後の昭
和12I ｛ド弘の各句蒋築例は、ぃrれも怖かー桁~c 1：まヲているのは、戦災で焼失した事もあろうが、物資の入手困難であ
-・re、町時の例制l生以映しているt.＼！！.われる。戦後は急速な都市復興K伴って、銭湯建設も活穫となり、特K昭和25～ 








J£H 4 o o軒程である。





























































































































































































? ? ? ?
















図5 「明栴揖」配置図（世田谷区池尻町 3-20-5) 
玉川通bの実線郵：＆が現状、点錬は1日：肢を示す
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前の建築の全建築物κ対する割合は63 ＂κものぼる｛昭和40年7月現在、特κ旧吾嬬町西四丁目では、大正 11 
年から昭和元年κかけて建設された家屋が17. 1 ＂と最も高い数値を示し、昭和 2 伝から同 6~のものがとれに次ぐと
とは、大震災後一段と顕著であった人口流入を物語っている。使用目的別Kみると、専用住宅が67 ＂、商工併用住宅
が23. 6 ＂である。次に延床面積 κついては、専用住宅の場合平家で7～8坪、二階家で 13～1 5坪、併用住宅の場
合では 16～2 0坪のものが最も多くとれが各々の典型的規模とみてよいであろう。
次K昭和39年κ旧香欄lf西四丁目のうち現在京島三丁目κ含まれる地区（図 2の斜線部分】 κついて行念われた調
査κよると、人口密度・ 69 9人/ha、専用住宅率・ 69＂、住宅規模平均・ 49 nf、裏家率・ 76" （巾員4m以上
の道路κ2m以上接してい念い敷地K建っている住宅の率、、道路率・ 8" （巾員4m以上の道路3、上水専用絵本・



































































































































































問 r~宅も地主さんで、家作をもってらっしゃった訳ですが、具体例として、典型的念棟割 4 軒長屋白建築費は、ど
の位、経費がかかりましたか？」








































答 r 4月κ大婦除、 9月初ti］の土日K、会みζしの出る秋祭があります。」
r.1 Iζの地区は、家が建てこんでいるわりκは、路地にゴミーつbちていないし、悪臭も左いし、とてもきれいだと
いう印象をうけるのですが……」




問 ［大医 2＆！三、つま b大工をあ、始めκなった頃は、 ζの辺は、どん左様子でしたか？」












答 「そうです。柱の芯心の寸法だ0 J 





答 「米絵、米栂で、 4から 4.5インチのものだ、現在は、杉だが・H ・.0 J 
問 「との辺は、軟弱地盤ですが、基礎は左κか特別左方法をもちいましたか？」
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．・ ／ ． ． 土問． 土間 便所
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